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八戸市立南浜中学校学校だより

南 浜
「高い志 」 「自分を鍛える 」 「挑戦 」

新入生５名を迎え、令和６年度がスタートしました。入学式では新入生の

皆さんへの願いとして３つのことをお話ししました。

『１つ目は、「高い志をもつ」ということです。イタリアの芸術家にミケラン

ジェロという人がいました。彼は「人間にとって最大の危険は、高い目標を

掲げて失敗することではない。低い目標を掲げ、それを達成してしまうこと

だ」と言っています。夢や目標なくして、中学校生活は、充実したものには

なりません。卒業後の将来を見据えて、勉強にも部活動にも、高い目標・高

い志をもち、自分の夢の実現に向けて前進してください。

２つ目は、 ｢自分を鍛える ｣ということです。中学校では、 ｢教えてもらう ｣

から ｢自ら学ぶ ｣へと変わらなければなりません。授業でも、家庭学習でも、

与えられるのを待っていては、前に進むことはできません。難しくても、つ

らくても、やるべき事を自分の力でやらねばなりません。自分を甘やかさず、

常に厳しく、学び続ける姿勢が大切です。北国の樹木は恵まれた条件のもと

で生い茂っているとは言えません。しかし、日光が乏しく、厳しい寒さに直

面するからこそ、木が締り、良質の木材に成長すると言われています。人も

また同様です。難しいこと、苦しいことに出会ったら、「自分を鍛えるチャン

ス」、「一段と成長できるチャンス」、と前向きに考えてください。そして、自

分を鍛えることを通して、学ぶことの厳しさを感じ、学ぶ喜びを味わってく

ださい。

３つ目は、「挑戦する」ということです。登山に例えて言えば、「必ず登れ

ると分かっている山であれば登る必要はないのではないか」と私は考えてい

ます。この山には登れないかもしれないが、登るためにはどうすればいいの

か。このことを考えるときが、最もわくわくして、登山のおもしろさを感じ

ることができるのではないでしょうか。』 ～入学式 校長式辞より抜粋～

南浜中学校の新たな歴史を刻むべく、皆で心を１つにして前進していきま

しょう。
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新 入 生 の皆 さ ん の ご入 学 を

心待ちに していま した 。 2・ 3年

生の先輩方から熱いメッセージ

をいただきましたね !

令和６年度 八戸市立南浜中学校教職員一覧 どうぞよろしくお願いいたします

学年 学級等 氏 名 教科・部活動等

校 長 釜石 潤 社会

教 頭 田中 秀子 国語

教務主任 田名部 悦子 数学 卓球部

生徒指導主事 助川 淳二 生徒指導

１ 主任Ａ組担任 助川 淳二 保健体育 技術 陸上競技部

年 副担任 田名部 悦子 数学 卓球部

２ 主任 吉田 幸人 社会 卓球部

年 Ａ組担任 スワンソン真季 英語 陸上競技部

３ 主任 坂 剛 理科 卓球部

年 Ａ組担任 沖野 可奈 音楽 美術 家庭科 陸上競技部

ＡＬＴ レッカ クロフォード 英語

養護助教諭 伊藤 実紀 保健 給食

事務主幹 戸田 直人 鮫中学校より事務支援

技能職員 大岡 克夫 環境整備 管理修繕等

技能職員 杉本 雅昭 環境整備 管理修繕等

スクールカウンセラー 東野 まり子 カウンセリング

学校司書 関下 栄利子 学校図書

新 任 職 員 挨 拶
校長 釜石 潤（八戸市立鮫中学校より）

太平洋の大パノラマを一望でき、心地よい海風が注ぎ込む南浜中学校に赴

任できたことをとてもうれしく思っています。３月２７日（水）に佐藤前校

長先生への挨拶で来校した際、生徒の皆さんに大変元気な挨拶で迎えていた

だきました。その挨拶の大きさに「南浜中学校は勢いがあるな」と感動しま

した。新たに始まる学校生活に向け、大きな希望と勇気をいただきました。

教職員一丸となって努めてまいりますので、生徒の皆さん、保護者及び地域

の皆様、これからどうぞよろしくお願いいたします。

4月の予定

９日（火）給食開始 対面式 部活動見学～ 19 日（金）生徒朝会（任命式）

10 日（水） NRT 委員会組織 尿検査① 20 日（土）南浜中学校区感謝と歓迎の集い

11 日（木）身体測定 授業開始 家庭位置確認（ 1 年）～ 12 23 日（火）参観日 PTA 総会

15 日（月）部活動組織 耳鼻科検診 24 日（水）安全教室 尿検査②

16 日（火）内科検診 25 日（木）集金日① 脊柱側弯症等検診

17 日（水）避難訓練① 26 日（金）集金日② 眼科検診

18 日（木）全国学力学習状況調査


